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（１） 援助活動の概要と留意点

(１)_1 援助活動の概要と報酬（利用）料金などの取り扱い

健康なお子さんの宿泊をともなうお預かりです。仕事・出張・研修・入院等で支援が必要な場

合に援助します。

一時預かり保育とは異なり、援助依頼は必ずコーディネーターを通して行っていただきます。

★必ず事前打合せを行っておきます。（６ページ参照）

●人数・・・基本的には 1 対１の預かりですが、兄弟姉妹の場合は複数預かります。

●場所・・・原則として提供会員の自宅で預かります。

●対象・・・１年生から６年生までとし、登録してある子どもに限ります。

●時間・・・19：00～翌日 7：00 までを１泊とします。

●料金・・・１泊 1８,０00 円 （兄弟姉妹の 2 人目以降は半額）

お泊り保育の預かりの不可

☆年末年始はお預かりできません。

☆病児・病後児はお預かりできません。

(１)_2 キャンセル（取消）料

やむを得ず、依頼会員の都合で利用をキャンセルした場合には次のキャンセル料を支払います。

前日キャンセル（17：00 まで）   無料 （17：00 以降は当日扱い）

当日キャンセル  上記基準より算定された報酬額の５０％

無断キャンセル  全額

(１)_3 実費の支払いに関する事項

交通費・食事代等費用がかかった場合は、実費分を依頼会員が支払います。依頼会員が特定の

ものを希望する場合は、依頼会員が用意します。

(１)_4 依頼会員・提供会員――お互いの確認事項――

① 預かりの前に、必要な物品が揃っているか確認します。

② 緊急連絡先が会員登録書に記入されている連絡先でよいか確認します。

③ 子どもにとって、慣れない場所は緊張するものです。できるだけ過ごしやすいように配慮

しましょう。

④ 預かりの始めに、家の中や家族を紹介しましょう。

⑤ 食事を作る場合には、アレルギー等の確認をし、できるだけ食べた経験のある食材を提供

しましょう。

３） お泊り保育
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（２）援助活動の流れ

▼ 提供会員▼コーディネーター▼ 依頼会員

①女子医大ファミリーサポー

トに登録

お泊り保育の希望を出す。

②提供会員を紹介

お泊り保育の援助ができる提供会員の氏名・電話番号を依

頼会員に伝える。

③事前打合せの日程決め
依頼会員が提供会員へ直接電話して、事前打合せの日程を決め、それを室に連絡する。

⑤援助活動開始

●コーディネーター

提供会員に活動打診

●提供会員

援助活動 OK

●依頼会員

コーディネーターに援助の依

頼

●依頼会員・・・援助活動報告書

の内容を確認し、サインする。

●報酬及びかかった実費(食費・交

通費)等を支払う。

●提供会員・・・援助活動報告書(様

式６-①)に記入し、１枚を依頼会

員に渡す。報酬を受け取り、サイ

ンする。
支払い

報告

●依頼会員

必要な物品をそろえる。

●長時間の場合は電話で子ど

もの様子を確認する。

●提供会員

預かる場所の安全チェック

は、《安全チェックリスト》

を利用する。

援助

●依頼会員

１時間分の報酬を支払う。

●提供会員
支払い

④事前打合せ 依頼会員とその子ども・提供会員・コーディネーターの４者そろって、

預かり場所で事前打合せ票(様式５)にそって打合せ。

    

                

             

                   

                   

⑥援助活動終了

⑦活動報告書の提出               

            

         

                

●提供会員・・・援助活動報

告書を、翌月の５日までに室

に提出する。

ファミリー

サポート室


